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～ 次世代型市場における利己的行動の誘因分析 ～
＜研究概要＞
本研究は、談合や口コミなど、人と人との繋がりに着目し、人々の合意形成のための基本理論
を発展させます。特に、マーケットデザインと呼ばれる理論を拡張し、公平・公正で望ましい合意
形成のための統一的理論を整備します。また、市民参加型投票やドローン協調運行など喫緊
の事例のため、被験者実験によって数理モデルと人々の行動との乖離を明らかにし、提案理論
の社会実装に向けての指針を示します。
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